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実験は 6--8 週令の Wistar 系雄性ラット 28 匹を用いて行った。実験動物は肝摘出 24 時間の間絶食としその後 6
時間の 4 0C単純冷却浸漬保存を行ったもの，および肝摘出前に自由摂食としておき同様の保存を行ったものに分け，
それぞれ・に対して 2 種類の保存液 (Krebs-Henselei t 液， 20mM 果糖添加 Krebs-Henselei t 液)を用い，絶食-非添加
群，絶食-果糖添加群，摂食 非添加群，摂食-果糖添加群の 4 群(各々 n = 7) とした。保存開始時に肝組織を一
部採取し，同時に脱酸素化した各々の保存液を用いて肝の microdialysis を行った。以後は潅流液を 30 分毎に分割採
取し，保存終了時に肝組織を一部採取した。乳酸およびブドウ糖は固定化酵素を用いて電気化学的に測定した。グリ
コーゲンはアミログルコシダーゼにより分解しブドウ糖として測定した。 ATP および LDH は酵素的定量法を用いて
測定した。乳酸およびブドウ糖に関して，保存終了時の潅流液の濃度と実際の肝組織濃度を比較検討した。潅流液の
濃度の経時的な推移保存前後のグリコーゲン量 ATP 量保存後肝より得られた wash out 液中の LDH 活性につ
いて比較検討した。
(成績)
1) microdialysis 潅流液の乳酸濃度と実際に測定した肝組織の乳酸濃度との聞には r =0.88 の正の相関が得られ，









3) 保存後の ATP 量は絶食の 2 群では摂食の 2 群に比し低い傾向があったが，有意な差ではなかった。絶食の 2 群
の LDH 活性は摂食の 2 群に比し高値を示し，それぞれの群に対する果糖添加群は比添加群に比し低値を示した。
(総括)
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